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達磨の無心哲学と行為理論　　　
その今日的意義と敦煌文書の再構成
側がわ
　　
瀬せ
　　　　　
登のぼる
はじめに
　
日本列島の太平洋側は、急に沈み込んでいて、その深さ
は富士山二個分にも及ぶという、日本海溝である。この環太平洋地域は、帯状 火山が集中していて、地殻変動が激しい。　
さらに、地球規模では近年の地球温暖化での異常気象に
よる巨大災害（メガ・ディスアスター（も深刻である。　
ここでは、どうしても潜り抜けて生き継ぐために、 「ダ
ルマ型」とでもい たい不退転のしなやかな、アジア型「心構え」 （
H
altung （
を取り出すために必要と考える基礎
的思惟を「達磨の思想」に求めてみたい、と思う。
　　　　　
一
　
達磨の無心哲学
　
　
禅宗の初祖・達（摩
（
磨大師の思想を探るには、 「菩提
達摩製」などと擬えられた、後継者の記した「言行録」に当るしかない。その「言行録」で、信頼 おける敦煌文書が二〇世紀初めに発見され、鈴木大拙が紹介して注目されるようになった。その重要な二書が『二
ににゅう
入四
しぎょうろん
行論』と『無
心論』である。 『二入四行論』を後とし、先に『無心論』を探っていく。 （
4
が達磨
4
へは『景徳伝灯録』から（
　『無心論』に入り、まずはポイントを示す。　「無心」とは、妄想（ブィカルパ、
vikalpa 、分別
（
のな
いこと。妄想する心の無いことを意味する。暗がりで、恐怖心・ 「臆病」から、縄を蛇と妄想することがあるが、そ
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の怖
おじ
ける心の無いことである。この妄想を捨てて、真のま
こと 心「
真しんしん
心
」を得ることが「無心」である。 （ここで
「臆病」とは、元寇の蒙古襲来時、北条時宗が、自己の弱点を克服する課題として、仏光禅師（無学祖元（に問うたことだった。鈴木大拙『禅と日本文化』第三章（
。
　
また、それは蛇に代えて、逆の意味で万人満足のあり得
ないユートピア夢想も、また同様といい得るであろう。怖ける被害妄想も、無謀な誇大妄想もない。　
同様に「人神
M
enschgott 」でなく、また「神人
G
ottm
ensch 」でもない。すなわちドストエフスキーのイ
ヴン・カラマーゾフ（またキリーロフ（でなく、また長老ゾシマ（いわばアリョーシャ（
でもない。 （拙著『時間と
対話的原理』Ⅲ、一七七頁（
。
　
自然に限れば、自然支配・破壊でなく、また自然忍従で
もない。こういえよう。　
さらに「無心」とは、 「
莫まく
妄もうぞう
想
」のことといってよく、
「妄想すること
莫なか
れ」を意味する。この「莫妄想」の由来
は、この句を連発して修行者の問いに答えたという唐代の禅師である
汾ふん
洲しゅう
無むごう
業
で定着した、という。 （ 『碧巌録』
一九・六二則。 『正法眼蔵』仏性
。
　『無心論』のテキストは、大英博物館所収のスタイン五六一九号で、 『無心論一巻
　
釈菩提達摩製』と題された
もの。鈴木大拙が原漢文を初めて和訳、研究して『禅思想史研究第二』を一九五一年に出版した。主にこれによる。また柳田聖山『禅語録、世界の名著一八』一九七八年も併用した。なお、この前に西谷啓治と共著の『禅家語録』一九七二年がある。　
なお、目下のところ『無心論』原本は、これのみで、第
一発見者の矢吹慶輝が、写本本『鳴
めいしゃ
沙余
よいん
韻』を一九三〇年
に出版し、のち『大正新修大蔵経』古逸部におさめた。（第八五巻二八三一。誤写多く読みにくい、と鈴木大拙（
。
　
また、宗門では伝統的に『少室六門集』収録の
『血
けちみゃくろん
脈論』 『悟
ごしようろん
性論』 『観
かんじんろん
心論（破相論（
』の「達磨三論」と
呼ばれる、 （菩提
（
達磨大師に仮託された語録の研究がな
されるが、いずれも後代の作品とされる （柳田聖山 ダルマ』Ⅰ―二、Ⅱ―二（
。
　『無心論』の構成は、六部で、 「小見出し」は柳田聖山に従い、鈴木大拙の和訳・原文を中心に考察した。　究極の道理（至
し
理り
（を求めて、師弟の十問十答が展開す
る。 （①～⑩で示す（
。
　　
一、
 まえがき
　　
究極の道理・真理は言葉をこえる。
「それ
至し
理り
は
言げん
なし（夫至理無言
（」 。不立文字
（一字不説の『
楞りょうがきょう
伽経
』から
（
である。だが、今
は仮に言葉を使って道理・真理を表現せざるを得
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ない。 「言を
仮か
りてしかして理を顕わさんことを
要する」 。 「大道無相」 （空
（
だから俗（
麁そ
（
に近
づくために、言葉の形にする。 依言・離言の因言遣言の『大乗起信論』
（。
　　
二、見
けんもん
聞覚知
　　
眼目で難関。弟子が師に問う。①心
はある（有心（か、心はない（無心（か （通常、心は目に見えないが有 というので、本当 と問う
（。答えて「無心」と。では、②誰がそう判断
するか、と。答えて「無心」が還
かえ
りて「無心」と
判断する、 「還
かえ
りてこの還
かん
心しん
能よ
く無心を知る」と。
（鏡の如く自覚・自証する。一が一を見る（
。なら
ばと問う。③「無心」なら、 心ないのだから
（
見聞覚知できぬのでないか 否と。師、答えて「無心」なれども、見聞覚知できる、と 弟子、食らい付いて、④そうなら、 ある筈で「有心」でないか、と問う。ど して 」というか、と。師、答えて「ただこの見聞覚知がす わちこれ無心である。 」 応ずる。それで例示 。 「終日、見ているが、しかも別に見るということがいのである。 」よく考えよ、と 一日中、 「見ている」が、別に「見るということがない」と、今言った。再び 見る い こ はな
い。この「こと」がポイント。
　　　　
 　
この「こと」は、 「見るということ」と名づけ
られた「体」で、名詞で体言である。それに反し、 「見て る」は、 「用」で、述語で用言である。そうすると、用言の用である「見ている」働き・作用はあるが、 言の体である「見ること」はない。働き・作用はあるが、その実体はない。これが本来である。
　　　　
 　
述語（ 「である存在」
（あって主語ありで、主語
（ 「がある存在」
（
あって述語ありではない。所謂
「述語的論理」とされる初期・西田哲学の論理・存在構造といえる。 「超越的述語面としての無場所（トポス（がすべてを包摂す 」ともされ西田哲学・初期の要約である（田中久文（
。
　　　　
 　
ここで、逆の「主語的論理」は、アリストテレ
スのウーシア（実体
（
の個物で、その転倒を迫
る。ウーシアを構成する（ヒュレとエイドスで
（
エイドスはプラトンのイデア継承で、そのイデアにおいて、転倒されるべきものだった。イデアレス、と。
　　　　
 　
ニーチエも最高価値の転倒を迫って、伝統 な
プラトン主義にノンをつきつける。これは、 「逆
38
転したプラトニズム」
U
m
gedrehter P
latonism
us
と称される。 （信太正三『永劫回帰と遊戯の哲学』 。拙著『ニーチエのニヒリズムと超人』
（。
　　　　
 　
デカルトのコギトも、イデア論の継承で、 ＂ われ
思うイデア＂と解す なら、コギタティオが実体化されて私の存在（スム（を導く、コギト・エルゴ・スムの第一命題も、実体の確定であろう。そうなら、転倒せざるを得ない。 拙著『時と我・道元とデカルトの哲学』
（。
　　　　
 　「見聞覚知」とは、視覚、聴覚と「覚」の嗅覚、味覚、触覚での「三識」と「意識」の六識だが、代表の視覚で考える。 「終日、見ているが、しかも別に見るということがないのである。 」
（
見ヂォンリージェン
終日。
由ヨゥウェイウゥジェン
為無見。
（。一日中、見ているが、見
ることはない。用あるも、体ないと師答える。聞くもまた見るに同じ。それで「見聞覚知とは言うが、惣て（すべて（これ無心とい ものである 。
　　　　
 　（ここでの由為無は、 「即非の論理」 （金剛般若経、鈴木大拙（に倣えば「由
ユ
為イ
無ム
の論理」と言え
そうだ。
由よ
り
為な
すところ
無な
しで、
“no cause for”
で、由来なき、根拠なき
causeless
の「無心の哲
学」と。
（
　　　　
 　
では、⑤どうして無心とわかるか、と弟子問
う。師答える、心にはどのような相貌（そうみょう・顔（があるのか。 （ 「心作何相皃」皃は貌の皃と解す
（。見つかるか。心に顔があるなら出して
みよ、と。 （のち、二祖・
慧えか
可
の「
安あんじん
心
問答」 ・
『祖堂集』二、と同一事態であろう。
（
　　　　
 　
心は得るべきもの（相（か。それ有るか、無い
か。有るでなく 無いでなく 内に 外 ・中間（その辺に（にないではないか（不可得（
。 「また、
一切処に求
もとめ
覓るにしても、また不可得である。 」
　　　　
 　
これは、一として有るでなく、異として無いで
なく、内に性質としても得られず、外に超越した実在としても得られず、中間に・その辺にも得られない。つまり不一・不異と内在、超越、事象五つに求めても得られぬという「五
ごぐもんは
求門破」のこ
とであろう。 「五求門破」は、龍樹『中論』の第一〇章観燃可燃品
ぼん
にあり、のち月称（チャンドラ
キールテイ
（
は、不一・不異、不拠（内在
（、不
依（超越
（、不所有としたことである。端的に、
イデアレスと言える。 （拙著『時と我・道元 デカルトの哲学』 五頁（
。
　　
三、
 罪と徳
　　
（この柳田訳に対し、鈴木訳原文ママ
39
は「罪と福」とする。
（
　　　　
 　
弟子は問う。⑥心がないなら、どうして六
ろくどう
道輪
廻して（地獄、餓鬼、畜生、修羅、人間、天上を迷って（生
しょうじ
死を繰り返すのか。ウパニシャッド哲
学以来の流
るてん
転思想は、どうなる 、と。業
ごう
・カル
マの三つ、身
しんくい
口意に発する善因善果、悪因悪果の
因果応報は、どうなるか、と。 （なお、このサンサーラからモークシャ・解
げだつ
脱へ至って、ニルバー
ナ・涅槃とされる
（。師、答えて「無心の中に、
妄みだ
りに有心と執じて種々の業を造る」 （於無心中
妄執有心。造種々業（と。
　　　　
 　
だが、坐（座（禅して、心なきを知れば（覚悟
無心
（、生死流転を断つことができる。では、と
弟子、問う。⑦煩悩の迷い、菩提の悟り、それに生死涅槃は無心か、と。答えて、心ない、無心だ、と。妄りに有心と執じるから 迷悟、生死寂滅する。無心に目覚めるなら、迷悟など、一切ない。それで、有 者のた 方便で 生死は涅槃に対し、煩悩は菩提に対しての「
対たいじ
治
の法」であ
る、と う。ならばと ⑧過去 諸仏が悟った のは、それでよいか、と。答えて、文字の上で、そういう。世俗の世諦上の
仮けみょう
名・
仮けせつ
設
で、そういう。空の真諦上ではない。
それで、 『金剛般若経』では、諸仏如来は、不可得を得ただけ、という。それで、有心とすれば（世諦上で（一切有で、無心とすれば（真諦上で（一切無である。
　
　　
四、
 無心は木石のこととちがう
　　
一般に「心
しんぼくせき
木石の
如し」として、心は木や石のように固く動かぬこととされる。ここ は逆の表現。弟子問う。⑨無心というなら木や石と同じでないか と。師、答える。無心は木石 違い 種々の活動をする このダイナミズム 、思うに名を記さない作品や、名のる程でもな 跡を残さない親切心 ど、大いなる働きとしてありそうに思われる。無 は真心のこと、真心は無心のこと。では、⑩どう修行すべきか、 弟子、問う。師答えて、何の とない。どんな事態でも無心と覚了する（めざめおえる（こと、と。これ修行。
　　
五、
 悟り
　　
弟子悟る（忽
こつぜん
然大悟（
。心が不可得なら、
法（事象（も不可得。相貌（顔（なき 外に事象なし。還りて事象のほ に、心なし
しんがい
外に物
もつ
なく、物外に心なき 心外無物 物外無
（、こ
のことを、知る。
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六、
 太上
　　
太たいじょう
上とは最上の人格（ 『老子』一七（
、太
上老
ろう
君くん
で、如来（仏（を、その最上の完成形とし
て習合させる。
二
　
達磨の行為理論
　『二入四行論』に、禅思想の核心はある、と鈴木大拙はいう。 『二入四行論』には「禅思想の大意は
悉ことごと
く其中に含
まれて居る。 」 （鈴木大拙選集第二巻一六頁（と。　
禅宗の初祖である達磨大師は『二入四行論』で説いてい
る。　
仏教の道である仏道に入ろうとするなら、要は二つの道
がある。一つは理屈であ 理論から入る「理入」と、もう一つは行いである行為・実践から入る「行
ぎょうにゅう
入」とである。
　
まず「理入」というのは、理屈である理論から入るのだ
から、教えで 教説がある。それは誰の教え・教説であるかというと、大
おおもと
本（本源（である仏教の初祖・ブッダの
教え・教説である。この え・教説を「経
きょう
」という。 「経
は
経たていと
（縦糸
（
を意味し、各時代である
緯よこいと
（横糸
（
を貫く。
通常「お経」と丁寧にいい、また経典とも称せられる。この「経」をさらに解 ・検討したものを「論」と う。これら「経」と「論」の二つを合わせて「経論」といい、
ブッダの教え・教説を学ぶテキスト・教科書である。例えば「経」には、
法ほっく
句
経、般若心経、金剛般若経、維摩経、
華厳経、楞伽経などがあり、 「論」には、倶舎論、中論、大乗起信論、無心論などがある。 『二入四行論』も『無心論』も「論」で、ブッダの教え「経」の解説・検討したものである。　
理入で、教えの深いところを「玄理」といい、教え・教
説により学ぶ。これを「藉
しゃ
教きょう
悟ごしゅう
宗」 （教えに藉
よ
って宗
しゅう
を悟
る（という。教説を藉
か
りてその宗
むね
を自覚する、悟ろうとす
る。自分の生活を振り返り、習慣として身につくように体得に努める。そうすると深く信じられ なるほ と頷けるようになる。 「同一真理」を信じられるよう る。　
しかしながら、そうしても悟り（自覚（を実のところ障
さまた
げ、心を汚
けが
す（垢
けが
す（ように付いてくるものがある。塵の
ような妄想で、それに覆われて、なかなか悟りを明瞭にし実感でき い。 「客
きゃく
塵じん
妄想」に覆われ顕了できない。
　
そこで、塵のような妄想を払い・捨てて、壁のように確
しか
とした寂静不動の壁観に徹底す 静座して壁に向かう、つまり面壁する。 「
へきがんぎょう
観凝住
じゅう
」する。
　
すると、自
みずか
らのものはなく、また他
た
なるものもないこと
に気づいていく。自
じ
無く、他無い境地に達する。そこでは
凡夫なく、聖
ひじり
もない、衆生なく、聖人もない。等しく一で
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あるところの等一にある、 「
凡ぼん
聖せい
等とういつ
一
」であるところに到
達する。　
この体験を堅く守り、また諸々の情報に振り回され、迷
わされないようにしていく。そうすると、教えの深いところの真性（玄理
（
と一致（冥符
（
するようになる。 「
理りめい
冥
符ふ
」する。
　
ものを対象
G
egenstand
としなくなり、引き離して
absetzen して見なくなる。空間
R
aum
を差し込ませない、
ブイ（カルパ（の二分せずで、無分別になる 直覚的に把握する。　
仏道に入る今一つ 道は、行為である実践から入る
「
行ぎょうにゅう
入
」である。その「
四しぎょう
行
」とは、
報ほうおん
怨（冤
（
行、随縁
行、無
むしょ
所求
ぐぎょう
行、称
しょうほう
法行の四つの行いで、これ以外の行いは
この「四行」に入る、という。　
まず「四行」の夫々の要旨と【ポイント】をあげれば、
次のようになる。　〈一〉 「報怨（冤（行」とは、こうである。苦しみを受けるのは、かつて恨
うら
み（怨み・冤み（を人に抱かせた、その
反動、反撥、報
むく
いによるのである。であるから、そのこと
を納得、得心すること、おおらかに甘
かんしん
心をもち、これを忍
び、忍受しなさい。恨むことなく そして憂う ことなく、ただ仏の道に進みなさい、という 【ポイントは】恨
みの報いに、報いで返さず、甘心忍受すべし、である。　〈二〉 「随縁行」とは、こうである。衆生は業に縁
よ
り転ぜ
られるので、皆、縁に従（随（って生じる。転生する、因縁生起の縁
えんしょう
生すること。従って、勝利の報いや栄誉などの
得たることや、反対に損の損失であること、これらの得失は縁に従（随（う。そうなのだから、そこから 喜びや憂うることをなくして、喜憂なく（心に増減なく
（
し
て、ただ仏の道に順
したが
いなさい、という。 【ポイントは】皆、
縁に従（随（って生ずる。一切は縁生する、である。　〈三〉 「無所求行」とは、こうである。むさぼるこ 、貪どんじゃく著・執着すること、これらを求むるという。すべてのも
の、万物は空 してあるので、願いや好むこととしてはならない。
願がん
楽ぎょう
をいだかずである。欲の世界「欲界」 、物や
相であるものの世界「色界」 、心の世界「無色界」 、三つの世界はあたか 、煩悩の燃え盛る家、炎上中の家のようである。三
さんがい
界火
かたく
宅の如しである。それ 、求むることが有る
（多い
（
のは苦しい。求むることが無い（少い
（
のは楽し
い、ということになる。 【ポイントは】求む こと無き（少き（は、皆、楽なり、である。　〈四〉 「称法行」とは、こうである。心やもの・こと一切は本来、
垢けが
れなく清らかで、清浄である。
自じしょう
性
清しょうじょう
浄
であ
る。このことわり・理のことを法・ダルマ
dharm
a
とい
42
う。　
法・ダルマの意味することは、よく自己の性質をもち、
自ら模範となって、人をして物の理解を生ぜしめる、こと。即ち「
能のうじ
持
自じしょう
性、
軌きしょうもつげ
生物解
」と定義される。 〈保つも
の〉を原義として、①自性の性質、②道 の理法・真理の理を意味する。ここでは、②道理・真理の理を意味する。そこから①をも含意して、それで一語となる。　
この法・ダルマのあらわれである相（①自性（が、衆生
である。衆生は理の法・ダルマの事象すなわち、あらわれ・相で、姿・形である そこで、衆生を空ずることが、姿・形を空ずることで、道理 真理の理②である。①自性を空ずる無自性②である。こ ことわり・ の確信と了解すなわち信
しん
解げ
で、相は空とわかる。かく信解するところの
智者は法に称
かな
うて行うことになる。それで「称法行」 い
う。　
法・ダルマの本体には、むさぼる、欲張るなどの餓鬼の
もつ
慳けんどん
貪
はない。満たされることない渇き、飽くなき
greedy
な強欲はない。身体、生命や財産すなわち身命・
財を擲
なげう
って、施し、布施して、心に物惜しみする餓鬼のも
つ慳
けんせき
惜はない。
　
一切は「空」にして、差別ない姿や相のない「無相」に
して、願い求めない願
がん
求ぐ
なき「無願」にしてある。これら
「空」 「無相」 「無願」の三つの門である三解脱門は、三空である。衆生と称しているのは、垢
けがれ
を去るためで、これを
自行といい、ほかに他を助け利するところの他行がある。　
ここに、よく覚
さとり
である菩提（悟り（の道がある。具現化
する
荘しょうごん
厳・ブューハする。これは布施で、六波羅蜜（布
施、持戒、忍
にんにく
辱、精進、禅定、知恵の六つの実践、修行・
パーラミータ
p
āram
it
āで到
とう
彼ひがん
岸の行い（である。しかも、
そこではその行いの跡が見られない。 【ポイントは】自性清浄、離
り
垢く
清浄を信解するなら、応
まさ
に法に称
かな
う。法
ほったい
体に慳
貪なし。三空（空 無相 無願（の自行、他行である。ここに菩提（悟り（の道が、行われる。施しを例示するも六波羅蜜で、行に跡なし。
三
　
敦煌文書の再構成
　
　
菩提達（摩（磨は禅宗の初祖であるが、初めから初祖な
のではない。六祖慧
えのう
能の頃から、中国禅が「宗門」として
固まった唐代七～八世紀からのことである。その慧能の孫弟子である馬
ば
祖そ
道どういつ
一に至って中国禅は「思想」として確立
したとされ、その禅思想は端的に＂各自の心が即ち仏である＂という「即
そく
心しん
是ぜぶつ
仏」の「一心」である。
　
その「即心是仏」の「一心」は、達 を初祖と位置づけ
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た源流によるのだから、馬祖を問うことのエッセンスに達磨がある、といってもよいであろう。即ち、馬祖は、後に「即心是仏」を「非心非仏」と表し、 「無心」といいうる境地を示す。 （ 『景徳伝灯録』巻七（
。
　
そこで、新たに初祖・達磨の思想を、宗門の枠を解き
放って、二〇世紀始めに発見された敦煌文書から再考してみたいと思う。　
つまり、従来からの伝統であった『景徳伝灯録』 『略弁
大乗入道四行』 『祖堂集』 『少室六門集』などの 献（潤色多く、一部偽作ともされる（から離れ、二〇世紀初頭に発見された敦煌文書の『二入四行論
長ちょうかんす
巻子
』 （スタイン
二七一五号（と『無心論 （スタイン五六一九号（の現在、最も信頼できる二つの「言行録」から、達磨の思想の再構成を試みたいのである。　『二入四行論』は、達磨・弟子の
曇どん
林りん
が編集した『略弁
大乗入道四行』としてよく知られるが、一方『無心論』は、今日の辞典などでさえ、項目としてあげられることが殆んどない。例えば、広辞苑、岩波仏教辞典第二版 禅の思想辞典、新・仏教辞典第三版、広説・ 語大辞典のいずれにもない。ただ、禅の思想辞典の「無心是仏」 項（小川隆（で、 ＂関連の議論がある＂との言及があるくらいである。
　
従って、 『二入四行論』と『無心論』の関連は必ずしも
明らかでない。せいぜい『無心論』は、 「 『二入四行論』の趣旨にもとづいて作られ���」 （ 『禅語録』柳田聖山、世界の名著一八、 六五頁（との解説くらいである。　
そこで端的に、 『二入四行論』の前段である「理入」に、
『無心論』を位置づけると、達磨の思想が全体として整うのでないか、という試み 提案である。先の六世紀頃に成立した『二入四行論』前段「理入」に、後 九世紀に書かれたとされる『無心論』を補足して考察・纏めようとする、のである。　
その「理入」の要約は先に述べたように、理論からで、
「経論」を学び、 「玄理」を体得しようとする。すると、生に「同一真性」を深く信じられ「
藉しゃきょう
教
悟ごしゅう
宗
」なれど、 「
客きゃく
塵じん
妄想」に覆れて、真に得心できていない、とわかる。そ
こで、 「壁観凝住」す ば、自なく他なくの「凡聖等一」となる。 「理
りめい
冥符
ふ
」に至る。 「経論」の学びと「壁観」の坐
禅である。　
この理論から入る「理入」に、必要とされるのが、 「経
論」の学びだが、その具体的な内容が殆どない あるのは「教に藉
よ
って宗を悟り」 （藉教悟宗（というだけである。纏
まりのある記述に決定的な欠如がある。 「教」とは「経典」の総てか一部か、また「論」を含むか否か明らかでない。
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（私見は＂含む＂ と解す
（。納得できる記述としては漠とし
た欠如感が残る。その欠如が『無心論』で充足されると理解できる、のでないか。　
その理由は二つあり、一つは言語の形式面からであり、
その二つは意義の内容面からである。この二つは結局、同根性と考えられるが ここでは前者 言語・形式面から考えていく。　『無心論』で肝要なのは「見
けんもん
聞覚
かく
知ち
」 （柳田聖山・解（と
してあり、それは丁度、 『楞
りょうがきょう
伽経』の要旨「自
じかく
覚聖
しょうち
知」 （鈴
木大拙・注解（の「覚」と「知」として重なる。　
ここでの『楞伽経』とは、禅宗 特色「
教きょうげ
外
別伝」
「
不ふりゅう
立
文もんじ
字
」の典拠とされ、 「
一いち
字じ
不ふせつ
説
」の句が多出して、
ブッダの生涯で一字も説かずということ、究極の真は説けずで、説いたのは方便（手段、喩え（なのだという経典ある。 （楞伽は、スリランカーで、ブッダが説いた いう地名からの名。正しくは『入楞伽経』である
（。その『楞
伽経』を達磨が伝
でんじ
持し、二祖慧可へ伝えたという。 （ 『続高
僧伝』巻一六
（。また後には、 『楞伽経』に替えて、 『金剛
般若経』を六祖慧能 時から尊重したという。 （ 『六祖壇経』二．五に見える（
。
　
ただ一般に、禅宗は所
しょえ
依（教えの根拠（の経典はないと
される。所依の 典とは、例えば『華厳経』により華厳宗
があることで、その中心の経典が禅宗にはないとされる。伝持された経典が『楞伽経』であるにせよ、その内容は「不
ふりゅう
立文
もんじ
字」で、 「教
きょうげ
外別伝」である。それを、積極的な意
義として捉えるには、根拠としては、なお薄弱と言わざるを得ない。　「見聞覚知」の意味は、先に『無心論』で触れた。 『楞伽経』の「自覚聖知」とは何か。 「自覚聖知」とは、つまりは「聖人」の「自覚知」であ 「感じて了知すること」と解される。 （高崎直道、四巻本『楞伽経』 。 『広説・仏教語大辞典』
（。
　
無むし
師
独どく
悟ご
、すなわち師につかず、独自で修し悟ること、
このことはブッダ自身がそうであったのだが、それに倣うのが縁
えん
覚がく
（独覚（とされる。
　
縁えん
覚がく
（独 （とは、十
じっかい
界の地獄、餓鬼、畜生、修羅、人
間、天上、声聞、縁覚（独覚（
、菩薩、仏界の十世界の仏、
菩薩に至る前段と位置づけられている。　
縁覚（独覚（は、本人のみ知る自覚なので、装うことも
出来、古来「野
や
狐こ
禅」として拒否されることもあり、それ
を防ぐため印可という証明システムで、その一つに
袈けさ
裟
（伝衣（などがある。教団成立のためである。　
しかし、そうではあるが、 覚（独覚（は、無師独悟で
あり、それは「自覚聖知」 ほかならない 思われる。
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何故なら「凡聖等一」ということが、凡の衆生が聖・ひじりと同じで「聖知」といえようからである。他に証明することのない「自覚 は、他を欺くことのできる危うさを孕みつつ、自覚の反省の強度 得心の確信にある。本来は他への言辞のない没 公共性」といえる。アテネのアゴラは、そ にない。　
そうすると「見聞覚知」と「自覚聖知」の比較では、
「覚」と「知」が共にあり、 「覚」 （さとる
（
ことと「知」
（しる
（
こと、ここから解ること（
了りょうげ
解
（
といえよう。少
なくとも「自覚聖知」の『楞伽経』要旨は、 「見聞覚知」として、 『無心論』のポイント して継承・収容されてると言えそうだ。 『楞伽経』 無心論 に摂取される。その『無心論』が 二入四行論 「理入」に相当する、と考えられる。 すると、ジグソーパズルの欠如のピースは埋まる、 い る。 前段「理入」にある「藉教悟宗」の内実が、 『無心論』と『楞伽経』で充足される。　
ここに凡夫・衆生が壁観凝住することで、 「凡聖等一」
で、自らを覚り、寂然無為に至る。広々とからりとした空のように「
廓かく
然ねん
無むしょう
聖
」 （ 『碧巌録』第一則
（
なのであろう。
きれいさっぱりとしている。それは「色即是空 空即是色」の空・シューニヤにほかならない。
おわりに
　
自然災害に加えて、国際社会は、拡散したかもしれない
ＩＳのテロ、旧社会主義諸国の核兵器を保有しての拡張政策、それに対するかのようにトランプ現象、ＥＵでのブレクジッドなどのシュリンクとして、グロバリゼーション巻き返しが見られる。　
これらは、自然と共に社会がもたらす不安である。実
は、もっと深い根源的な不安がある。それが 生きていること、そのこ での不安であ この＂根源的不安＂を解決しようと師・達磨に、のち許されて弟子となる二祖慧可が問う。 ＂心が不安で、一杯で りません。どうか、安心を得させて下さい＂所謂、 「安
あんじん
心問答」である。
　
師匠の達磨は、答える。 ＂ならば、その不安をもたらす
という心を出してみなさい
＂
と。 ＂ があるなら出してみ
よ＂ 悩み、疑いの固りの慧可に迫る。心には、 ような相
そうみょう
貌（顔（があるのか。見つかるか。心に顔があるなら
出してみよ 迫る。慧可、困 答えに窮す。そこで、師匠の達磨は答える。心は無いでないか。無心でないか。心把握すべきものとして相貌（顔（はない、体として、実体として無いでないか。 （五求しても無 （
。
46
　
そこに働いているのが、 「
由ユ
為イ
無ム
の論理」とでも称すべ
きもので、 「無心哲学」と言ってよいであろう。　　　　
